
令和５年度第５回「和水町地域公共交通会議」 

 

期 日：令和 6年 3月 21 日（木） 

時 間：10:00～10:30 

場 所：和水町中央公民館 

 

1.開会 

2.会長挨拶 

3.委嘱状交付 

（進行） 

・熊本県自動車交通労働組合の宗像委員、熊本県警察玉名警察署の徳尾委員に委嘱状を交付する。 

～委嘱状の交付～ 

 

4.議事 

（1）議案第 1号 和水町地域公共交通計画の認定について 

～事務局より説明～ 

（会長：和水町総務課長） 

・説明内容について、意見や質問等ないか。 

（熊本運輸支局：白石委員） 

・地域公共交通計画を策定いただいたが、今後は計画に定めた事業を着実に実施していくことが重

要である。 

・地域公共交通計画の８章にも計画の達成状況の評価とあり、毎年評価を行いながら、事業を推進

いただきたい。 

（事務局） 

・今後 5年間、計画に沿って施策を進める中で、交通会議でも評価内容や改善事項等を委員の皆様

に協議いただきたい。町が主体性をもって、関係機関と協力しながら進めていきたい。 

（副会長：柿本教授） 

・パブリックコメントで意見がでなかったとのことであるが、おそらく意見はあるが認知が進んで

いないことが想定される。地域公共交通計画にもあるが前計画の認知度が 1 割程度であり、本計

画については周知を図っていただきたい。事業計画にもあるが、広報紙等を活用して定期的な公

共交通に関する情報の発信を行い、町民の皆様に積極的に周知していただきたい。 

（事務局） 

・認知度向上は最大の課題と認識している。 

・区長便を使ったチラシの全戸配布を 4月 1日に予定している。チラシの内容としては、バスの乗

り方教室の実施、地域公共交通計画の策定、乗り継ぎケースのモデルケースである。 

・チラシの配布は 1度きりでなく、町の広報紙等も活用して周知を図っていきたい。 

（会長：和水町総務課長） 

・第 1号の議案については、承認で異議ないか。 

（一同） 

・異議なし 



（会長：和水町総務課長） 

・議案 1号を承認する。 

 

（2）報告第 1号 三加和小学校バス乗り方教室について 

～事務局より説明～ 

（会長：和水町総務課長） 

・説明内容について、意見や質問等ないか。 

（産交バス：宮島委員） 

・ご報告の通り、三加和小学校で乗り方教室を実施させていただいた。 

・紙芝居の講話、乗車体験、バス走行中の車内の状況を見させていただいた。バスに初めて乗った

生徒もおり、非常にバスに興味を持っていた。バスに限らず公共交通を利用するにあたり、車内

でのマナーは知ってほしい思いがあり、良い体験をしてもらったと感じている。 

・近年社会問題となっている通り運転手の担い手不足で苦労している一方で、若い運転手も誕生し

ている。産交バスでもプロフェッショナルドライバー制度があり、若手ドライバーの育成に努め

ている。今回、乗り方教室を実施したことで将来的にバスの運転手になりたいと思ってもらえる

生徒が増えてほしいといった思いもある。 

・また、和水町に限らず県内で積極的に乗り方教室を実施しており、子どもだけでなく一般の方や

老人会なども対象としているため、ご要望があれば役場に連絡いただきたい。 

（和水町民生委員・児童委員協議会：豊後委員） 

・小学校の乗り方教室の話であったが、私自身も幼少の頃はバスが通ると嬉しかった。 

・近年、メディア等で AI を活用した自動運転バスの運行を耳にするが、今後の展望等お聞かせ願

いたい。 

（産交バス：宮島委員） 

・自動運転については、全国的に動きがあり、検討段階や実証実験段階等、状況は様々である。 

・ただし、自動運転はすぐに導入することは難しく、自動運転レベルが 2～5 ある中で、段階的に

レベルを上げていくことが多い。 

・県北では、荒尾市が計画を進めているが、令和 8年を見据えた動きと聞いている。 

・実現にあたっては、道路幅や安全性などを検証して進めていくものであり、自治体や運輸支局か

ら指導いただきながら、将来的には積極的に展開していければと考えている。 

 

5.その他 

（1）事務局より 

・資料 p2の通り、令和 6年 3月 31 日で委員の任期が終了となる。 

・来年度以降の委員については、委員承諾の依頼文書を 5 月下旬～6 月上旬に送付に送付させてい

ただく。また、併せて来年度の第１回会議を 6月中旬～下旬に実施予定としている。 

 

6.閉会 

 

以上 



別紙：出席者名簿 

 


